
 
      

 

心
中
天
網
島 

三
百
年 

享
保
五
年(

一
七
二
〇)
十
月
十
四
日
、
現
在
の
大
阪
市

都
島
区
網
島
町
あ
た
り
で
、
男
女
の
心
中
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
事
件
を
元
に
、
近
松
門
左
衛
門
が
著
し
た
の

が
「
心
中
天
網
島(

し
ん
じ
ゅ
う
て
ん
の
あ
み
じ
ま)

」
で

す
。
こ
の
心
中
天
網
島
の
元
と
な
る
事
件
が
起
き
て
今
月

で
ち
ょ
う
ど
三
百
年
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
時
代
、
曽
根
崎
心
中
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
心
中

事
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
心
中
天
網
島
は
心
中
物

の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
、
人
形
浄
瑠
璃
か
ら
、
歌
舞
伎
、

現
代
で
は
舞
台
化
、
映
画
化
も
さ
れ
、
後
世
に
与
え
た
影

響
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
話
の
中
で
、
特
に
有
名
な
も
の
が
、「
名
残
の
橋
尽

く
し
」
と
い
う
も
の
で
、 

「
頃
は
十
月 

十
五
夜
の 

月
に
も
見
へ
ぬ 

身
の
上
は 

心
の

闇
の
し
る
し
か
や 

今
置
く
霜
は
明
日
消
ゆ
る 

は
か
な
く
た
と
え

の
そ
れ
よ
り
も 

先
に
消
え
行
く 

閨
の
内 

い
と
し
か
は
ひ
と
締
め

て
寝
し 

移
り
香
も 

な
ん
と
な
が
れ
の
蜆
川 

 

西
に
見
て
朝
夕

渡
る 

こ
の
橋
の
天
神
橋
は
そ
の
昔 

菅
丞
相
と
申
せ
し
時 

筑
紫

へ
流
さ
れ
給
ひ
し
に 

君
を
慕
ひ
て
大
宰
府
へ 

た
っ
た
一
飛
び
梅

田
橋 

あ
と
追
ひ
松
の
緑
橋 

別
れ
を
嘆
き 

悲
し
み
て 

後
に
こ

が
る
る
桜
橋 

今
に
話
を
聞
渡
る 

一
首
の
歌
の
御
威
徳
か
か
る

尊
き
あ
ら
神
の 

氏
子
と
生
れ
し
身
を
も
ち
て 

そ
な
た
を
殺
し 

我
も
死
ぬ
～
」 

と
い
う
、
有
名
な
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。
心
中
す
る
二

人
が
曽
根
崎
か
ら
都
島
方
面
へ
向
か
っ
て
東
へ
と
歩
い

て
い
く
中
で
見
え
る
橋
を
、
天
神
さ
ま
の
ゆ
か
り
に
例
え

て
、
そ
の
御
神
徳
に
導
か
れ
て
、
来
世
で
の
縁
を
願
う
と

い
う
も
の
で
す
。 

こ
の
中
で
登
場
す
る
、
梅
田
橋
、
緑
橋
、
桜
橋
は
実
際

に
あ
っ
た
橋
で
、
こ
の
二
十
六
年
後
に
作
ら
れ
た
、『
菅
原

伝
授
手
習
鑑
』
に
登
場
す
る
、
梅
王
丸
、
松
王
丸
、
桜
丸

の
名
前
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
当
時
に

お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
が
分
か
り
ま
す
。 

後
に
、
明
治
、
大
正
の
大
ス
タ
ー
と
な
る
初
代 

中
村
鴈

治
郎
は
こ
の
心
中
天
網
島
の
一
幕
で
あ
る
「
河
庄
」
の
段

を
得
意
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
付
随
し
て
天
神
さ
ま
へ
の

信
仰
も
篤
く
、
大
正
十
四
年
の
公
演
前
に
は
当
宮
に
参
拝

し
て
い
ま
す
。 
 

疫
病
や
飢
饉
な
ど
、
た
だ
生
き
る
と
い
う
だ
け
で
も
不

安
の
大
き
か
っ
た
近
世
に
お
い
て
、
気
持
ち
の
保
養
を
も

た
ら
し
た
観
劇
の
根
底
に
は
、
天
神
さ
ま
と
い
う
大
き
な

心
の
支
え
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

七
五
三
の
ご
案
内 

 

当
宮
で
は
七
五
三
の
ご
祈
祷
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

本
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
宮
の
氏
地(

東
は
扇
町
、
西
は

大
深
町
、
南
は
西
天
満
六
丁
目
、
北
は
茶
屋
町
ま
で
の
範
囲)

に

お
住
ま
い
の
お
子
さ
ま
に
限
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
予
約
制
と
な
っ
て
お
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
総

合
受
付
で
あ
る
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
ま
で
お
電
話
か
、
メ

ー
ル
に
て
ご
予
約
下
さ
い
。 

 

な
お
、
基
本
的
に
七
五
三
の
ご
祈
祷
は
神
山
町
の
御

本
社
に
て
執
り
行
い
ま
す
が
、
参
列
数
五
名
ま
で
で
あ

れ
ば
茶
屋
町
の
御
旅
社
で
も
執
り
行
う
事
は
可
能
で
す
。 

 

※
七
五
三
は
数
え
年(

満
年
齢
に
一
歳
足
す)

で
計
算
し
ま
す
。 

 

・
三
歳 

平
成
三
十
年
生(

戌) 

女
児(

又
は
男
児) 

 

・
五
歳 

平
成
二
十
八
年
生(

申) 

男
児 

 
 

・
七
歳 

平
成
二
十
六
年
生(

午) 

女
児 

 
  

 
 

 
 

 

 

ご
予
約
は
下
記
ま
で 

〇
六-

六
三
七
一-

一
五
八
六 
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今
月
の
暦 

              

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
一
八
七
号 

 

 
綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

雑
感 

 

よ
う
や
く
秋
ら
し
い
季
節
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
先
月
は
珍
し
く
台
風
も

少
な
く
、
穏
や
か
な
秋
の
入
り
で
す
が
、
涼
し
く
な
っ
て
参
り
ま
す
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
油
断
さ
れ
る
事
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

 

秋
祭(

十
五
日)…

梅
田
の
秋
祭
り
。
神
事
の
み

 

   

寒
露(

八
日)…

露
が
冷
気
に
よ
っ
て
凍
り
そ
う
に
な
る
頃 

霜
降(

廿
四
日)…

露
が
冷
気
に
よ
っ
て
霜
と
な
っ
て
降
り
る
頃

 

   

十
五
夜(

一
日)…

旧
暦
八
月
十
五
日
。
中
秋
の
名
月
。
芋
名
月 

十
三
夜(

廿
九
日)…

旧
暦
九
月
十
三
日
の
お
月
見
。
豆
名
月 

秋
の
土
用(

十
月
廿
日
～
十
一
月
六
日) 
土
掘
り
は
遠
慮 

   

十
月
ニ
日
、
八
日
、
十
四
日
、
十
九
日
、
廿
五
日
、
丗
一
日 

   

満
月(

一
日
、
丗
一
日)

、
下
弦(

十
日)

、
朔
月(

十
七
日)
、
上
弦(

廿
三
日)

 

 

【
祭
礼
】 

  

【
節
気
】 

    

【
雑
節
】 

       

【
大
安
】 

  

【
朔
望
】 

    

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

大
豆
、
カ
ブ
、
南
瓜(

日
本
種)

、
生
姜
、
芋
全
般
、 

[

果 

物] 

柿
、
梨
、
栗
、
ザ
ク
ロ
、
り
ん
ご(

早
生) 

[

魚
介
類] 

秋
刀
魚
、
イ
ワ
シ
、
太
刀
魚
、
鮭
、
コ
ウ
イ
カ
、 

[

そ
の
他] 

き
の
こ
類
、
菊
、
秋
バ
ラ
、
金
木
犀
、
コ
ス
モ
ス 

 


